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【場所・面積】熊本県上益城郡山都町、面積：4.9 ha

【管理目的】

2016年の地震と豪雨で崩れた棚田や里地里山一帯の復元を目的とし、スギの伐採跡地に地元植生の広葉樹を植えることで、里山の
自然環境を維持し、被災した棚田の景観と、そこに棲むトノサマガエル、メダカなど多様な生物を保全。

【サイト概要】

文化庁の重要文化的景観に選定されている白糸台地の棚田群の一画に位置する本対象地には、絶滅が危惧されるトノサマガエル、
メダカなど希少な生き物が生息することが確認されている。

【土地利用の変遷】

元々はスギの経済林であったが伐期を迎えたため伐採。地権者高齢化により一帯の林業経営が困難になったため、再植栽を断念し、
認定特定非営利活動法人 環境リレーションズ研究所、下田美鈴はじめ白糸第一自治振興会メンバーである地権者、山都町、緑川森
林組合とで森林整備協定を締結、従来そこに在ったであろう天然林を復元することで、里山の自然環境を維持し、被災した棚田の
景観と、そこに棲む希少生物を守る活動を実施している。

【サイト周辺の環境】

周辺の美しい棚田は、昔ながらの自然と調和して多様な生き物を育み、その価値は
「通潤用水と白糸台地の棚田景観」として文化庁・重要文化的景観として選定を
受けている。また、有機農業を核とした、地球と人と命との有機的な繋がりと美しい
景観とを次世代へ継承し、将来にわたって豊かな自然を守ろうとする持続可能な町の
取組は、国から【自治体SDGsモデル事業】に選定されている。一方、近年は高齢化
により里山の自然環境を維持することが困難になってきている。

【アピールポイント】

1970年代から有機農業運動が興り、その発祥地として全国的に評価されている山都町
では人と環境にやさしい農業が盛んで、有機JAS認証登録事業者数52（2020年度時点）
は、全自治体のなかでも日本一を誇る。棚田としては日本で初めて文化庁・重要文化的
景観に選定されている白糸台地は、有機農業の取組により水田生態系が保全されており、その一画に位置する本対象サイト内の棚
田では、化学農薬や化学肥料を一切使わない農業を30年以上営んでいる。その為、本対象サイトにおいて、絶滅が危惧されるトノ
サマガエル、メダカなど希少な生き物が生息することが確認されている。その棚田に隣接する再造林未済地に地域性在来種を植え、
天然生林を育てることにより、里山環境とそこにある生態系の更なる向上を目指し、管理している。
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写真番号：0 写真の撮影年月：2020年7月1日
写真の説明： 本対象サイトの様子
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価値（3）里地里山といった二次的な自然環境に特徴的な生態系が存する場

【場の概況】
有機農業を行う棚田と隣接する再造林未済地に地域性在来種を植え、天然生林を育
てており、里山環境を維持管理。詳細についてはWEBサイト（熊本県山都町|Present 
Tree）を参照

【主な植生】
植栽した広葉樹種の選定経緯※は次の通り。
「日本植生誌 九州」をベースに、当地に該当する潜在自然植生と①過去に調査した
際の現存植生②その後実施した現地植生調査③これら結果を基に種を選定。

【確認された主な動植物】
実際の植栽リストは右の通り。

※潜在自然植生の専門家として、
西野文貴氏（林学博士、東京農業大
学 特別研究員、株式会社グリーン
エルム 代表取締役）が参画。
具体的には、天然生林に向けた植栽
樹種選定～植栽後の生育状況のモニ
タリングを指導～実施頂いている。特に本サイト周辺では
シカによる食害が多数確認されてい
るため、食害の有無について重点的
にモニタリングを実施中である。
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生物多様性の価値

写真番号：1 写真の撮影年月：2021年4月11日
写真の説明：「PresentTree in くまもと山都」植樹イベント開催。
主に首都圏在住の「里親」が森林整備活動をサポートする。
2023年6月現在、個人45名・法人37社が「PresentTree in くま
もと山都」の里親として参加、里親受付済植樹本数は10,940本
に上る。

写真番号：2 写真の撮影年月：2021年4月11日
写真の説明： 第一協定エリアにはこの春、28種類の地域性在来
種の広葉樹合計2000本が植樹された

生物多様性の価値
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価値（4）生態系サービスの提供の場であって、在来種を中心とした多様な動植物種からなる健全な生態系が存する場

【場の概況】
①健全性：棚田および隣接するビオトープには希少種を含む多くの水生生物が生息
②供給サービス：良質な湧水を利用した有機米の栽培を実施。
③調整サービス：第一協定エリアは、2021年4月に植栽活動を実施。現在、熊本県
森林吸収量認証制度に申請中だが、林野庁「森林づくりによるCO2吸収量計算シー
ト」によると、2030年6月までの森林整備協定の下、毎年下刈りを中心とした保育
管理が計画されており、初年度から５年目まで2.2ｔ－CO2/年、６～10年目までは
2.5ｔ－CO2/年の吸収量が想定。拡張エリアでは、2024年4月に植栽活動実施予定
で、2034年6月までの森林整備協定の下、初年度から５年目まで8.4ｔ－CO2/年、
６～10年目までは9.6ｔ－CO2/年の吸収量が想定。

【主な植生】
前ページの通り。

【確認された主な動植物】
最新の生き物調査（2023.8.19実施）
の結果は右の通り。

※生物調査の専門家として、
藤吉勇治氏（矢部郷自然観察会会長、
熊本県希少野生動植物検討委員会委員）
が参画。本対象サイトでは、1992年～
毎年夏と秋に「田んぼの生き物観察」
を継続中であり、その調査設計～
調査実施～結果報告に至るまで全面的な
指導を頂いている。
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生物多様性の価値

写真番号：3 写真の撮影年月：2022年8月19日
写真の説明：田んぼの生き物観察実施。

写真番号：4 写真の撮影年月：2022年8月19日
写真の説明：田んぼの生き物観察実施。

生物多様性の価値
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価値（6）希少な動植物種が生息生育している場あるいは生息生育している可能性が高い場

【場の概況】
環境省レッドリスト2020において選定されている希少種が棚田および隣接する水田
ビオトープに生息。

【確認された主な動植物】
本対象サイトでは、1992年～毎年夏と秋に「田んぼの生き物観察」を継続しており、
2019年10月12日開催の観察会では、棚田における希少水生生物の出現種として次
のような生き物が確認できている。
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写真番号：5 写真の撮影年月：2023年8月19日
写真の説明：確認された田んぼの生き物の様子。

出典：矢部郷自然観察会会報（№.137）
2019年11月3日、（№145）2022年9月3日

生物多様性の価値
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モニタリング計画の内容管理計画の内容

【モニタリング対象】
a.地域性在来種による造林エリア（スギの伐採跡
地）の生育状況
b.棚田および隣接するビオトープにおける生物多様
性

【モニタリング場所】
a.協定林
b.棚田および隣接するビオトープ、周辺水路

【モニタリング手法と実施時期、頻度】
a-1.植栽期には植栽前後の写真撮影と林学博士によ
る現地調査
a-2.毎夏、下刈り前後に植栽樹種の生育状況確認の
ため、写真撮影と林学博士による現地調査
b.1992年～毎年夏と秋に、田んぼの生き物観察を継
続中

a.については、写真と生育状況をプレゼントツリー
のwebサイトにて掲出
b.については、「矢部郷自然観察会」会報「森のた
より」の中で、年4回程度報告

【 実 施 体 制 】
a.について
【実施責任者】認定特定非営利活動法人環境リレー
ションズ研究所
【実施担当者】緑川森林組合、株式会社グリーンエ
ルム
【指導助言】西野文貴氏（林学博士、東京農業大学
特別研究員、株式会社グリーンエルム 代表取締役）

b.について
【実施責任者】下田美鈴
【実施担当者】矢部郷自然観察会
【指導助言】藤吉勇治氏（矢部郷自然観察会会長、
熊本県希少野生動植物検討委員会委員）

【管理計画の内容】

①潜在自然植生簡易診断による地域性在来種の選定とそれらによる造林（2021年4月～
2025年4月、再造林未済地への植栽を予定）

②毎夏の下草刈り、毎月の獣害対策パトロール

③年に3～4回の里地里山の自然保護活動（2016年から地元有志等による棚田復興プロジェ
クトを結成し、県内外のボランティア参加による通潤用水路の土砂浚えや除草などの管理支
援を行っている。）

④棚田における有機栽培

【参考】森林整備協定における役割分担

5

サイトの管理計画・モニタリング計画
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